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新
城
新
蔵
の
『
左
伝
』
年
代
論
へ
の
若
干
の
疑
問

井　

上　
　
　

了

は
じ
め
に

『
春
秋
左
氏
伝
』（『
左
伝
』）
は
、
伝
統
的
に
は
孔
子
の
弟
子
で

あ
る
左
丘
明
が
春
秋
末
期
な
い
し
戦
国
初
期
に
著
し
た
書
物
、
つ

ま
り
紀
元
前
五
世
紀
後
半
の
文
献
だ
と
さ
れ
る
。
だ
が
、『
左
伝
』

は
前
漢
末
期
（
西
暦
紀
元
前
後
）
に
劉り
ゅ
う
き
ん歆が

世
に
出
し
た
も
の
で
、

『
左
伝
』
を
劉
歆
の
偽
作
だ
と
す
る
説
は
そ
の
出
現
直
後
か
ら
唱

え
ら
れ
て
い
る
。『
左
伝
』
が
先
秦
の
遺
書
か
漢
代
の
偽
書
か
と

い
う
問
題
は
二
千
年
以
上
も
議
論
さ
れ
続
け
て
お
り
、
現
在
も
な

お
結
論
を
見
な
い
。

と
こ
ろ
で
、『
左
伝
』や
こ
れ
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
る『
国
語
』

に
は
、登
場
人
物
が
木
星
の
位
置
に
言
及
す
る
記
事
が
複
数
あ
る
。

木
星
は
一
二
年
で
黄
道
を
一
周
す
る
と
さ
れ
、
木
星
の
位
置
を
示

す
十
二
支
や
六
十
干
支
に
よ
る
紀
年
も
行
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

木
星
は
実
際
に
は
一
二
年
よ
り
も
一
％
ほ
ど
短
い
期
間
で
周
天
し

て
お
り
、
一
二
年
周
期
と
し
て
単
純
に
計
算
さ
れ
る
位
置
か
ら
毎

年
わ
ず
か
ず
つ
ず
れ
続
け
て
い
る
。も
し『
左
伝
』（
の
木
星
記
事
）

の
作
者
が
こ
の
ず
れ
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
自
身
の
時
代
の
木
星

位
置
か
ら
単
純
に
一
二
年
周
期
で
遡
及
し
た
位
置
を
登
場
人
物
に

言
わ
せ
て
い
た
な
ら
、『
左
伝
』
に
記
載
さ
れ
た
木
星
位
置
に
よ
っ

て
作
者
の
時
代
を
百
年
未
満
の
精
度
で
特
定
で
き
る
は
ず
だ
。

新し
ん
じ
ょ
う
し
ん
ぞ
う

城
新
蔵（
一
八
七
三
～
一
九
三
八
年
。
京
都
帝
国
大
学
理
学

部
長
・
第
八
代
総
長
）
は
、『
左
伝
』・『
国
語
』
の
木
星
位
置
が

現
在
の
干
支
（
漢
代
の
基
準
）
か
ら
二
次
（
六
〇
度
）
ず
れ
て
い

る
と
し
、『
左
伝
』・『
国
語
』
の
製
作
年
代
を
戦
国
中
期
、
紀
元

前
四
世
紀
の
中
頃
だ
と
結
論
し
た
。
新
城
の
研
究
は
『
東
洋
天
文

学
史
研
究
』（
弘
文
堂
書
房
、一
九
二
八
年
）と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

一
世
紀
を
経
た
現
在
で
も
『
左
伝
』
を
戦
国
期
の
文
献
だ
と
す
る

有
力
な
論
拠
と
認
め
ら
れ
て
い
る（
１
）。
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だ
が
新
城
書
は
、
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
書
き
重
ね
ら
れ
た
論

文
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
細
部
に
は
矛
盾
と
思
わ
れ
る
点
も
見
受

け
ら
れ
る
。
筆
者
は
以
前
に
も
新
城
説
へ
の
疑
念
を
提
出
し
た

が（
２
）、

本
稿
で
は
、
こ
の
古
典
的
な
名
著
に
つ
い
て
基
礎
的
な
再
確

認
を
試
み
た
い
。

一
、
超
辰
法
に
つ
い
て
の
概
観

行
論
の
都
合
上
、
ま
ず
超ち
ょ
う
し
ん辰に
つ
い
て
ご
く
簡
略
に
述
べ
る
。

木
星
は
約
一
二
年
か
け
て
周
天
す
る
の
で
、
周
天
三
六
〇
度
を

一
二
等
分
し
た
三
〇
度
を
一
次じ

と
呼
び（
３
）、
木
星
は
毎
年
一
次
を
進

む
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
木
星
は
歳さ
い

星せ
い

と
も
呼
ば
れ
、
そ
の

年
の
木
星
の
方
角
を
表
す
記
号
が
子ね

、
丑う
し

、
寅と
ら

な
ど
の
い
わ
ゆ
る

十
二
支
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
木
星
は
十
二
支
の
順
序
（
北
→
東
→

南
→
西
）
と
は
逆
向
き
に
移
動
（
北
→
西
→
南
→
東
）
す
る
の
で
、

実
際
の
木
星
と
は
線
対
称
の
位
置
に
太た
い

歳さ
い

と
い
う
架
空
の
惑
星
を

考
え
、
木
星
の
位
置
を
十
二
辰し
ん

で
、
太
歳
の
位
置
を
十
二
支
で
示

す
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
深
入
り
せ
ず
、
新
城
書
三
七
九
頁
が
掲
げ
る
下
段
の
通
説

に
従
う
。

と
こ
ろ
で
、
木
星
の
公
転
周
期
は
一
二
年
ち
ょ
う
ど
で
は
な
く

約
一
一･

八
六
二
年
で
あ
る
。
木
星
は
一
年
に
一
次
で
は
な
く
約

一･

〇
一
一
六
次
を
進
み（
４
）、
一
％
強
の
余
分
が
蓄
積
さ
れ
て
、
八

六
年
あ
た
り
八
七
次
を
進
む
。
も
し
十
二
支
を
実
際
の
木
星
位
置

に
連
動
さ
せ
る
な
ら
、
八
六
年
ご
と
に
一
次
を
飛
ば
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
元
年
を
子ね

年
、
二
年
を
丑う
し

年
、
三
年
を
寅と
ら

年
と
し
、
一
二
年
を
亥い

年
、
一
三
年
を
ま
た
子ね

年
、
と
繰
り
返
し

て
い
け
ば
、
八
五
年
は
子ね

年
、
八
六
年
は
丑う
し

年
と
な
る
が
、
八
七

歳
名

太
歳
所
在

歳
星
所
在

摂
提
格

寅

星
紀
／
丑

単た
ん
あ
つ閼

卯
（
東
）

玄げ
ん
き
ょ
う
枵
／
子
（
北
）

執
徐

辰

娵し
ゅ

訾し

／
亥

大
荒
落

巳

降
婁
／
戌

敦と
ん
し
ょ
う
牂

午
（
南
）

大
梁
／
酉
（
西
）

協き
ょ
う
こ
う
洽

未

実
沈
／
申

涒と
ん
だ
ん灘

申

鶉
首
／
未

作
鄂

酉
（
西
）

鶉
火
／
午
（
南
）

閹
茂

戌

鶉
尾
／
巳

大
淵
献

亥

寿
星
／
辰

困
敦

子
（
北
）

大
火
／
卯
（
東
）

赤
奮
若

丑

析
木
／
寅
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年
は
寅と
ら

年
で
は
な
く
卯う

年
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
木
星

位
置
の
ず
れ
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
よ
っ
て
干
支
を
一
つ
飛
ば
す
措

置
を
超
辰
と
呼
ぶ
。

木
星
紀
年
の
開
始
当
初
に
こ
の
問
題
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

（
だ
か
ら
こ
そ
木
星
の
位
置
を
紀
年
に
用
い
た
）
と
思
わ
れ
る
が
、

遅
く
と
も
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
年
）
の
改
暦
の
際
に
は
木
星
の

位
置
の
ず
れ
が
問
題
と
な
っ
た
ら
し
い
。
前
漢
末
に
劉
歆
が
整
理

し
た
三さ
ん

統と
う

暦れ
き

と
い
う
暦
法
で
は
、
一
四
四
年
ご
と
に
一
次
の
超
辰

（
一
四
四
年
に
一
四
五
次
を
進
む
）
を
定
め
た
。
た
と
え
ば
紀
元

前
九
五
年
は
戌
年
だ
っ
た
が
、
そ
の
前
年
（
前
九
六
年
）
は
酉
年

で
は
な
く
申
年
と
い
っ
た
よ
う
に
、（
劉
歆
か
ら
見
た
）
過
去
に

超
辰
を
設
定
し
て
『
左
伝
』
と
の
辻
褄
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
一
四
四
年
（
一
二
年
の
一
二
倍
）
と
い
う
理
念
的
な
超
辰

周
期
は
実
際
よ
り
も
長
す
ぎ
、
ま
た
、
木
星
の
位
置
に
よ
っ
て
十

二
支
や
干
支
を
飛
ば
す
と
い
う
運
用
は
実
用
的
で
な
い
。
劉
歆
以

降
、
実
際
に
は
超
辰
は
一
度
も
行
わ
れ
ず
、
単
純
に
六
〇
年
で
循

環
す
る
無
超
辰
の
干
支
が
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る（
５
）。

二
、『
左
伝
』・『
国
語
』
の
木
星
紀
年

以
下
で
は
『
左
伝
』・『
国
語
』
の
木
星
紀
年
を
確
認
す
る
。

（
１
）『
左
伝
』
の
木
星
紀
年

『
左
伝
』
襄
公
二
十
八
年
に
「
歳
在
星
紀
、
而
淫
於
玄
枵
」
と

あ
る
。
前
五
四
五
年
（
現
行
干
支
で
は
丙
辰0

）
を
星
紀
（
寅0

年
）

な
い
し
玄
枵
（
卯0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
現
行
の
干
支
か
ら

一
な
い
し
二
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

『
左
伝
』襄
公
三
十
年
に「
於
子
蟜
之
卒
也
…
…
於
是
歲
在
降
婁
、

降
婁
中
而
旦（
６
）」・「
及
其
亡
也
、
歳
在
娵
訾
之
口
。
其
明
年
、
乃
及

降
婁
」
と
あ
る
。
前
五
五
四
年
（
丁
未0

）
を
降
婁
（
巳0

年
）、
前

五
四
三
年
（
戊
午0

）
を
娵
訾
（
辰0

年
）、
前
五
四
二
年
（
己
未0

）

を
降
婁
（
巳0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
現
行
の
干
支
か
ら
二

次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

『
左
伝
』
昭
公
八
年
に
「
陳
、
顓
頊
之
族
也
。
歳
在
鶉
火
、
是

以
卒
滅
。
陳
将
如
之
。
今
在
析
木
之
津
、
猶
将
復
由
。」
と
あ
り
、

昭
公
九
年
に
「
歳
五
及
鶉
火
、
而
後
陳
卒
亡
。」
と
あ
る
。
前
五

三
四
年
（
丁
卯0

）
を
析
木
（
丑0

年
）、
前
四
七
八
年
（
癸
亥0

）
を

鶉
火
（
酉0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
も
現
行
の
干
支
か
ら
二
次

ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

『
左
伝
』
昭
公
十
年
に
「
有
星
出
於
婺
女
」・「
今
茲
歳
在
顓
頊

之
虚
、
…
…
而
有
妖
星
焉
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
十
二
次
で
は
な
く

二
十
八
宿し
ゅ
うを

記
し
た
も
の
だ
が
、
婺ぶ

女じ
ょ

は
玄
枵
に
属
す
と
さ
れ
、

前
五
三
二
年
（
己
巳0

）
を
玄
枵
（
卯0

年
）
と
す
る
な
ら
、
や
は
り

現
行
の
干
支
か
ら
二
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
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『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
に
「
歳
及
大
梁
、
蔡
復
楚
凶
」
と
あ
る
。

前
五
二
九
年
（
壬
申0

）
を
大
梁
（
午0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
も

現
行
の
干
支
か
ら
二
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

十
二
次
を
用
い
た
木
星
紀
年
は
、『
左
伝
』
の
う
ち
襄
公
二
十

八
年
（
前
五
四
五
年
）
か
ら
昭
公
十
一
年
（
前
五
三
一
年
）
ま
で

の
一
五
年
間
の
み
に
見
え
て
い
る
。『
左
伝
』
に
は
他
に
宣
公
十

二
年
「
昔
歳
入
陳
、
今
茲
入
鄭
」・
昭
公
十
一
年
「
歳
在
豕
韋
」・

同
三
十
二
年
「
越
得
歳
而
呉
伐
之
」
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
国

名
（
分
野
）
に
よ
っ
て
木
星
位
置
を
表
し
た
も
の
で
、
十
二
次
に

よ
る
紀
年
で
は
な
い
。

『
左
伝
』
に
お
け
る
木
星
紀
年
は
襄
公
の
末
か
ら
昭
公
の
初
に

集
中
し
て
お
り
、
し
か
も
現
行
の
干
支
か
ら
二
次
ず
れ
て
い
る
、

と
い
う
一
般
的
な
傾
向
を
、
ま
ず
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）『
国
語
』
の
木
星
紀
年

『
国
語
』
晋
語
の
「
文
公
在
狄
十
二
年
」
条
に
「
歳
在
寿
星
及

鶉
尾
」
と
あ
り
、
韋
注
や
新
城
書
は
こ
れ
を
魯
僖
公
十
六
年
の
こ

と
と
す
る（
三
三
〇
頁
）。前
六
四
四
年（
丁
丑0

）を
寿
星（
亥0

年
）・

鶉
尾
（
戌0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
現
行
の
干
支
か
ら
二
な
い

し
三
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

『
国
語
』
晋
語
の
「
十
月
恵
公
卒
」
条
に
「
歳
在
大
梁
」・「
君

之
行
也
、
歳
在
大
火
」
と
あ
り
、
韋
注
や
新
城
書
は
「
歳
在
大
梁
」

を
魯
僖
公
二
十
三
年
、「
歳
在
大
火
」
を
魯
僖
公
五
年
と
す
る
（
三

三
一
頁
）。
前
六
三
七
年
（
甲
申0

）
を
大
梁
（
午0

年
）、
前
六
五
五

年
（
丙
寅0

）
を
大
火
（
子0

年
）
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
も
現
行
の

干
支
か
ら
二
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

木
星
紀
年
は
『
国
語
』
の
う
ち
晋
語
に
特
徴
的
に
見
え
る
が
、

周
語
に
も
「
昔
武
王
伐
殷
、
歳
在
鶉
火
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

た
だ
し
武
王
伐
殷
の
絶
対
年
代
は
知
ら
れ
ず
現
行
の
干
支
と
の
ず

れ
は
検
討
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
淮
南
子
』
天
文
・『
漢
書
』

地
理
志
・『
史
記
』
天
官
書
等
は
周
の
分
野
を
「
柳
・
七
星
・
張
」

つ
ま
り
鶉
火
の
方
位
と
す
る
。
武
王
伐
殷
の
歳
次
を
鶉
火
（
酉
年
）

と
す
る
の
は
、
周
初
の
絶
対
年
代
や
天
文
記
録
を
伝
え
る
も
の
で

は
な
く
、
周
を
鶉
火
と
す
る
分
野
説
に
よ
っ
た
後
人
の
創
作
だ
ろ

う
。
晋
語
に
は
「
晋
之
始
封
也
、
歳
在
大
火
」
と
も
あ
る
が
、『
史

記
』
は
武
王
が
克
殷
後
二
年
で
崩
じ
、
成
王
が
そ
の
初
年
に
唐
叔

を
封
じ
た
と
す
る
。
晋
の
始
封
を
大
火
と
す
る
晋
語
の
記
事
も
、

周
初
の
年
代
を
伝
え
る
資
料
な
ど
で
は
な
く
、
単
に
唐
叔
の
始
封

を
伐
殷
（
鶉
火
）
の
三
年
後
だ
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

三
、
新
城
の
「
元
始
甲
寅
」
前
三
六
五
年
説

新
城
は
、「
戦
国
時
代
に
歳
星
々
紀
に
あ
る
年
を
以
て
元
始
と

し
甲
寅
よ
り
始
め
て
無
超
辰
の
歳
陰
紀
年
法
を
実
行
し
秦
八
年
に
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は
庚
申
と
な
り
、太
初
元
年
に
は
乙
亥
と
な
る
如
く
数
え
来
れ
る
」

と
し
て
、
戦
国
以
来
の
干
支
（「
歳
陰
紀
年
法
」）
は
現
行
の
干
支

か
ら
二
次
ず
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
（
三
六
六
頁
）。
そ
し
て
「
戦

国
時
代
に
歳
陰
紀
年
法
を
実
行
し
始
め
た
る
元
始
甲
寅
の
年
は
容

易
に
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
」と
し
、「
第
一
に
此
年
は
秦
八
年
、

太
始
二
年
の
超
辰
を
差
引
け
ば
、
現
行
干
支
紀
年
法
に
て
丙
辰
の

年
に
当
る
筈
で
あ
り
、
第
二
に
此
年
よ
り
太
初
元
年
に
至
る
期
間

は
、
無
超
辰
に
て
数
ふ
れ
ば
天
象
と
三
次
の
差
を
生
ず
べ
き
筈
で

あ
る
」
と
述
べ
て
、
ま
ず
第
二
の
条
件
に
よ
り
「
元
始
甲
寅
」
を

太
初
元
年
（
前
一
〇
四
年
）
か
ら
二
四
七･

八
年
（
八
二･

六
年

×
三
次
）
前
の
「
大
体
西
紀
前
三
五
二
年
を
中
心
と
し
其
前
後
十

年
内
外
位
の
間
」
に
限
定
し
、
こ
の
範
囲
内
で
、
第
一
の
条
件
「
現

行
干
支
紀
年
法
に
て
丙
辰
の
年
に
当
る
」
に
よ
り
前
三
六
五
年
を

「
元
始
甲
寅
」
だ
と
特
定
し
た
（
三
六
七
頁
）。

新
城
は
さ
ら
に
、『
左
伝
』
僖
公
三
十
一
年
（
前
六
二
九
年
）

冬
「
狄
囲
衛
。
衛
遷
于
帝
丘
。
卜
曰
、
三
百
年
。」
か
ら
、
こ
の

記
事
は
前
六
二
九
年
の
三
〇
〇
年
後
に
あ
た
る
前
三
二
九
年
よ
り

も
前
に
書
か
れ
た
と
し
、「
左
伝
の
製
作
年
代
は
、
西
紀
前
三
六

五
年
以
後
、
西
紀
前
三
二
九
年
以
前
で
、
多
分
西
紀
前
三
百
四
五

十
年
頃
で
あ
ら
う
。」（
三
九
四
頁
）
と
結
論
す
る
。

前
三
六
五
年
を
元
始
甲
寅
と
す
る
三
六
七
頁
の
計
算
は
、『
左

伝
』
を
こ
の
頃
の
作
と
す
る
重
要
な
論
拠
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で

は
こ
れ
に
焦
点
を
当
て
て
新
城
の
主
張
を
検
討
し
た
い
。

四
、
木
星
の
公
転
に
係
る
複
数
の
周
期

新
城
書
を
読
む
者
が
ま
ず
困
惑
す
る
事
実
と
し
て
、
超
辰
に
関

わ
る
定
数
が
複
数
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
新
城
は
、
超
辰

を
「
八
二･

六
年
毎
に
一
次
」（
三
五
四
頁
）
や
「
八
十
三
年
毎
に

一
次
」（
三
五
〇
頁
）
と
言
う
が
「
八
六
年
毎
に
一
次
」（
二
三
頁
）

と
も
言
い
、
ま
た
時
に
は
三
統
暦
の
一
四
四
年
超
辰
法
に
よ
っ
て

実
際
の
木
星
位
置
を
計
算
す
る
（
三
六
七
頁
）。
新
城
の
頃
に
は

す
で
に
木
星
の
公
転
周
期
は
約
一
一･

八
六
二
年
と
ほ
ぼ
正
確
に

知
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
が（
７
）、

新
城
は
木
星
の
公
転
周
期
を
「
一
一

･

八
六
年
」（
二
一
頁
）
と
も
「
一
一･

八
五
六
五
年
」（
三
四
九
頁
）

と
も
言
う
。

筆
者
は
天
文
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
新
城
書
を
読
解
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ら
の
定
数
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１
）
超
辰
を
八
二･

六
年
（
八
三
年
）
毎
と
す
る
記
述

新
城
書
は
「
歳
星
の
位
置
を
以
て
年
を
紀
す
る
考
へ
を
起
し
た

当
時
は
、
正
し
く
十
二
年
に
て
天
を
一
周
す
る
も
の
と
信
じ
て
居

つ
た
で
あ
ら
う
が
、
正
確
に
は
一
一･

八
五
六
五
年
で
天
を
一
周

す
る
の
で
、
…
…
八
十
三
年
毎
に
一
次
を
飛
び
越
す
こ
と
に
な
る
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の
で
、
こ
れ
を
超
辰
と
称
へ
る
」（
三
四
九
～
三
五
〇
頁
）・「
実

際
は
八
二･

六
年
で
超
辰
す
べ
き
も
の
」（
三
五
三
頁
）・「
八
二･

六
年
毎
に
一
次
の
差
を
生
ず
る
筈
で
あ
る
」（
三
五
五
頁
）
等
と

言
う
。
公
転
周
期
が
「
一
一･

八
五
六
五
年
」
な
ら
木
星
は
八
二

･

六
年
に
八
三･

五
九
九
七
次
、
八
三
年
に
八
四･

〇
〇
四
六
次

を
進
む
だ
ろ
う
。
だ
が
新
城
の
頃
に
は
す
で
に
木
星
の
公
転
周
期

は
一
一･

八
六
二
年
と
正
し
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
で
の

み
「
一
一･

八
五
六
五
年
」
と
い
う
誤
っ
た
数
値
を
、
し
か
も
小

数
第
四
位
ま
で
掲
げ
る
の
は
不
自
然
だ
。

新
城
は
上
記
の
直
前
で
、
過
去
の
木
星
の
位
置
を
「
ノ
イ
ゲ
バ

ウ
エ
ル
の
太
陽
及
遊
星
表
に
よ
り
て
」
求
め
た
と
い
う
（
三
四
七

頁
）。
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
エ
ル
表
（
一
九
〇
四
年
）
は
ル
ヴ
ェ
リ
エ
（
一

八
一
一
～
一
八
七
七
）
に
従
い
木
星
の
公
転
周
期
を
一
一･

八
五

六
五
年
と
す
る
の
で（
８
）、
新
城
書
の
こ
の
箇
所
は
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
エ
ル

の
古
い
数
字
に
誤
ら
れ
た
も
の
か
と
ま
ず
は
疑
わ
れ
よ
う
。
こ
の

「
八
二･

六
年
」
と
い
う
誤
っ
た
超
辰
周
期
は
、
新
城
書
の
み
な

ら
ず
滝
川
資
言
・
郭
沫
若
・
藪
内
清
・
橋
本
敬
造
な
ど
に
も
見
え

て
い
る（
９
）。

（
２
）
超
辰
を
八
六
年
毎
と
す
る
記
述

ノ
イ
ゲ
バ
ウ
エ
ル
の
一
一･

八
五
六

0

0

五
年
は
、
小
数
第
三
位
を

四
捨
五
入
す
れ
ば
「
一
一･

八
六0

年
」
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
新
城
書
二
三
頁
は
「
歳
星
の
周
天
の
週
期
が
正
し
く

十
二
年
に
非
ず
し
て
一
一･

八
六
年
な
る
が
た
め
に
、
理
論
上
八

六
年
毎
に
一
次
の
差
を
生
ず
る
筈
な
の
で
」
云
々
と
し
、
超
辰
周

期
を
「
八
二･

六
年
」
や
「
八
三
年
」
で
は
な
く
「
八
六
年
」
だ

と
い
う
。
公
転
周
期
が
「
一
一･

八
六
年
」
な
ら
超
辰
は
「
八
六

年
毎
」
で
は
な
く
「
八
五
年
毎
」（
八
五
年
に
八
六･

〇
〇
三
四
次
）

と
な
る
は
ず
だ
が）
11
（

、
こ
の
箇
所
は
超
辰
周
期
を
「
八
六
年
毎
」
と

正
し
く
掲
げ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
一
一･

八
六0

年
」
は
一
一･

八
六
二

0

0

年
を
四
捨
五
入
し
た
概
数
だ
ろ
う
。
新
城
は
、
当
時
最
新

の
一
一･

八
六
二
年
と
い
う
木
星
公
転
周
期
を
認
識
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

新
城
書
の
掲
げ
る
木
星
公
転
周
期
「
一
一･

八
六
年
」
に
は
、

一
一･

八
五
六
五
年
を
丸
め
た
「
一
一･

八
六
年
」（
超
辰
周
期
八

二･

六
年
）と
、一
一･

八
六
二
年
を
丸
め
た「
一
一･

八
六
年
」（
超

辰
周
期
八
六
年
）
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
ず
か
二
日
の

相
違
だ
が
、
新
城
の
考
え
る
一
四
四
年
超
辰
法
の
「
推
歩
の
起
点
」

（
新
城
書
三
五
三
頁
）
が
、
前
者
に
よ
れ
ば
劉
歆
の
生
前
に
、
後

者
に
よ
れ
ば
劉
歆
の
死
後
に
な
っ
て
し
ま
う）
11
（

。

（
３
）
超
辰
を
一
四
四
年
毎
と
す
る
記
述

新
城
書
は
、
戦
国
時
代
の
元
始
甲
寅
か
ら
無
超
辰
で
数
え
る
と

秦
八
年
は
庚
申
、
太
初
元
年
は
乙
亥
と
な
る
べ
き
だ
と
し
、
元
始
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甲
寅
は
「
秦
八
年
、
太
始
二
年
の
超
辰
を
差
引
け
ば
、
現
行
干
支

紀
年
法
に
て
丙
辰
の
年
に
当
る
筈
」
だ
と
い
う
（
三
六
六
～
三
六

七
頁
）。
秦
八
年
（
前
二
三
九
年
）
と
太
始
二
年
（
前
九
五
年
）

と
に
超
辰
す
る
の
は
劉
歆
の
三
統
暦
だ
が
、
三
統
暦
の
一
四
四
年

超
辰
法
で
戦
国
時
代
の
実
際
の
木
星
位
置
を
考
え
る
の
は
不
適
切

だ
ろ
う
。
実
際
の
超
辰
周
期
（
八
六
年
）
を
用
い
れ
ば
、
戦
国
中

期
の
木
星
位
置
は
武
帝
期
か
ら
三
次
、
劉
歆
の
頃
か
ら
は
四
次
ほ

ど
ず
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
も
そ
も
太
始
二
年
は
太
初
元
年
の
九
年
後0

に
あ
た
る
の
で
、

太
初
元
年
か
ら
「
秦
八
年
、
太
始
二
年
の
超
辰
」
の
二
次
を
差
し

引
い
て
戦
国
中
期
の
干
支
を
求
め
る
の
は
誤
り
な
の
だ
が
、
新
城

は
三
統
暦
の
太
初
元
年
丙
子
を
丁
丑
に
誤
る
よ
う
で
（
三
六
七
頁

「
第
一
の
条
件
」）、
結
果
的
に
は
新
城
の
い
う
と
お
り
前
三
六
五

年
は
三
統
暦
の
甲
寅
と
な
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
四
四

年
超
辰
法
に
よ
っ
て
戦
国
期
の
実
際
の
木
星
位
置
を
計
算
す
る
こ

と
は
で
き
な
い）
12
（

。
八
六
年
超
辰
法
で
遡
れ
ば
、
前
三
六
五
年
は
壬

子
な
い
し
癸
丑
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
新
城
書
は
、
上
記
の
直
後
（
三
六
七
頁
）
で
元
始
甲

寅
に
つ
い
て
「
此
年
よ
り
太
初
元
年
に
至
る
期
間
は
、
無
超
辰
に

て
数
ふ
れ
ば
天
象
と
三
次
の
差
を
生
ず
べ
き
筈
」
だ
と
し
、「
一

〇
四
＋
八
二･

六
×
三
＝
三
五
二
」
と
し
て
「
大
体
西
紀
前
三
五

二
年
を
中
心
と
し
其
前
後
十
年
内
外
位
」
だ
と
推
定
す
る
。
元
始

甲
寅
か
ら
太
初
元
年
ま
で
に
三
次
の
差
が
生
じ
た
と
い
う
想
定

と
、
同
じ
期
間
に
「
秦
八
年
、
太
始
二
年
の
超
辰
」
と
い
う
二
回

の
超
辰
（
実
際
に
は
秦
八
年
の
超
辰
一
回
の
み
）
が
あ
っ
た
と
い

う
想
定
と
は
、
ど
の
よ
う
に
両
立
す
る
の
か
。

新
城
は
太
初
元
年
の
「
実
際
の
天
象
」
を
星
紀
（
寅
）
だ
と
す

る
（『
史
記
』
暦
書
引
「
暦
術
甲
子
篇
」
も
太
初
元
年
を
甲
寅0

と

す
る
）
の
で
、
こ
こ
か
ら
八
六
年
超
辰
法
（
あ
る
い
は
新
城
の
八

二･

六
年
超
辰
法
）
で
遡
れ
ば
、
前
三
六
五
年
は
降
婁
（
巳
）
か

ら
三
次
ず
れ
た
星
紀
（
寅
）
と
な
る
。
ま
た
三
統
暦
で
は
太
初
元

年
が
丙
子
と
な
り
（
新
城
は
丁
丑
と
誤
る
が
）、
こ
こ
か
ら
一
四

四
年
超
辰
法
で
遡
れ
ば
前
三
六
五
年
は
乙
卯
か
ら
一
次
ず
れ
た
甲

寅
と
な
る
。
だ
が
太
初
元
年
の
「
実
際
の
天
象
」
を
星
紀
と
す
る

な
ら
、
新
城
が
「
推
歩
の
起
点
」
と
す
る
前
六
年
（
三
統
暦
で
は

乙
卯0

）
の
干
支
の
ほ
う
が
「
実
際
の
天
象
」（
降
婁
、
巳0

）
か
ら

二
次
ず
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
新
城
が
実
際
よ
り
も
長
い
三
統
暦
の
超
辰
周
期
を
用
い

る
の
は
、
元
始
甲
寅
を
よ
り
古
い
時
代
へ
置
き
た
い
と
い
う
バ
イ

ア
ス
に
よ
る
無
意
識
の
誤
り
か
と
も
疑
わ
れ
る
。

五
、
漢
初
以
前
の
木
星
紀
年

木
星
紀
年
の
初
出
は
、『
左
伝
』・『
国
語
』
を
除
け
ば
『
呂
氏
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春
秋
』
序
意
の
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
の
よ
う
で）
13
（

、
こ
れ
以

前
に
木
星
紀
年
の
確
実
な
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

『
荀
子
』
儒
效
に
「
武
王
之
誅
紂
也
、
行
之
日
以
兵
忌
、
東
面

而
迎
太
歳
、」
と
あ
っ
て
「
太
歳
」
は
兵
事
の
凶
星
の
よ
う
だ
が
、

こ
れ
と
木
星
と
の
関
係
は
明
瞭
で
な
い
。
張
家
山
漢
簡
『
蓋か
い

廬り
ょ

』

第
十
七
簡
に
「
左
太
歳
、
右
五
行
、
可
以
戦
。」
と
あ
り
、
第
二

十
四
～
二
十
六
簡
は
「
大
白
金
」・「
歳
星
木
」・「
填
星
土
」・「
相

星
水
」・「
熒
惑
火
」
を
「
五
行
」
と
す
る
の
で
、「
歳
星
」
と
「
太

歳
」
と
は
逆
の
位
置
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、『
韓
非
子
』
飾

邪
に
は
「
初
時
者
魏
数
年
東
郷
攻
尽
陶
・
衛
、
数
年
西
郷
以
失
其

国
。
此
非
豊
隆
・
五
行

0

0

・
太
一
・
王
相
・
摂
提
・
六
神
・
五
括
・

天
河
・
殷
搶
・
歳
星

0

0

、
非
数
年
在
西
也
、
又
非
天
缺
・
弧
逆
・
刑

星
・
熒
惑

0

0

・
奎
台
、
非
数
年
在
東
也
。」
と
あ
っ
て
「
五
行
」
と
「
熒

惑
」
や
「
歳
星
」
を
別
物
と
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

『
山
海
経
』
海
外
南
経
に
「
地
之
所
載
、
六
合
之
間
、
四
海
之
内
、

照
之
以
日
月
、
経
之
以
星
辰
、
紀
之
以
四
時
、
要
之
以
太
歳
。」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
中
庸
』
に
似
る
新
し
い
文
章
で
、
ま
た
海

外
南
経
は
「
匈
奴
」
や
「
桂
林
」
に
も
言
及
し
て
お
り
統
一
秦
以

降
に
降
る
だ
ろ
う
。

『
呂
氏
春
秋
』
は
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
と
い
う
木
星
紀

年
を
用
い
る
が
、『
淮
南
子
』
天
文
は
す
で
に
「
淮
南
元
年
冬
、

太
一
在
丙
子
」
と
い
う
年
干
支
を
用
い
る
。『
呂
氏
春
秋
』
と
同

様
の
十
二
次
に
よ
る
木
星
紀
年
を
用
い
る
『
左
伝
』
や
『
国
語
』

の
記
事
は
、『
呂
氏
春
秋
』
に
近
い
時
期
の
成
立
と
見
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
が
『
左
伝
』
の
う
ち
ご
く
一

部
に
し
か
見
え
ず
外
挿
さ
れ
た
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
左
伝
』
全
体
の
編
纂
は
さ
ら
に
遅
れ
る
だ
ろ
う
。

六
、
析
木
の
分
野
は
変
更
さ
れ
た
か

『
左
伝
』
を
劉
歆
の
偽
作
と
す
る
立
場
か
ら
は
、『
左
伝
』
の
木

星
紀
年
は
、
劉
歆
が
三
統
暦
の
一
四
四
年
超
辰
法
に
よ
り
作
成
し

て
『
左
伝
』
に
挿
入
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
だ
が
新
城
は
、『
左
伝
』

の
木
星
紀
年
を
戦
国
期
に
無
超
辰
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
、
漢

人
が
こ
れ
を
一
四
四
年
超
辰
法
に
よ
る
も
の
だ
と
誤
解
し
た
の
だ

と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、
徐
発
『
天
元
暦
理
全
書
』
を
踏
ま

え
て
「
古
分
野
に
て
は
、
析
木
は
越
の
分
野
、
星
紀
は
呉
の
分
野

で
、
燕
は
斉
の
分
野
の
一
部
に
含
ま
れ
特
別
の
割
り
当
を
有
し
な

か
つ
た
」、「
漢
初
に
至
り
て
南
越
王
尉
陀マ
マ

固
き
を
負
ん
で
久
し
く

王
化
に
服
せ
な
い
の
で
、
漢
人
こ
れ
を
悪
み
、
越
を
分
野
の
割
り

当
よ
り
省
き
、
越
よ
り
取
り
上
げ
た
析
木
を
、
漢
初
に
大
功
あ
つ

た
燕
に
与
へ
、
斯
く
し
て
遂
に
星
紀
は
呉
越
の
分
野
、
析
木
は
燕

の
分
野
と
な
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
」（
三
四
四
～
三
四
五
頁
）

と
し）
11
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
左
伝
』
昭
公
三
十
二
年
（
前
五
一
〇
年
）
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の
「
越0

得
歳
」
が
析
木
（
丑
年
）
か
ら
星
紀
（
寅
年
）
に
変
わ
っ

た
た
め
「
西
紀
前
六
五
五
年
よ
り
西
紀
前
五
一
〇
年
に
至
る
百
四

十
五
年
の
間
」
に
、
戦
国
期
の
認
識
で
は
木
星
が
大
火
（
子
年
）

か
ら
析
木
（
丑
年
）
ま
で
の
「
百
四
十
五
次
を
進
み
」、
漢
以
後

に
は
星
紀
（
寅
年
）
ま
で
の
「
百
四
十
六
次
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
」

と
し
た
。

新
城
は
「
こ
の
記
事
を
漢
以
後
の
人
が
研
究
し
た
な
ら
ば
、
其

人
は
記
載
の
事
項
よ
り
し
て
容
易
に
百
四
十
四
年
超
辰
の
説
を
誘

導
し
得
た
で
あ
ら
う
」
と
い
う
が
（
三
四
六
頁
）、
特
定
の
一
四

五
年
間
に
木
星
が
一
四
六
次
進
ん
だ
こ
と
は
、
一
四
〇
年
ご
と
に

一
次
の
超
辰
で
も
一
五
〇
年
ご
と
に
一
次
の
超
辰
で
も
説
明
で
き

る
は
ず
で
、
こ
れ
に
よ
り
「
容
易
に
百
四
十
四
年
超
辰
の
説
を
誘

導
し
得
た
」
と
い
う
想
定
は
首
肯
し
が
た
い
。

王
化
に
服
し
な
い
諸
侯
に
対
し
、
そ
の
国
に
対
応
す
る
天
の
分

野
を
取
り
上
げ
る
と
は
、
あ
ま
り
に
幼
稚
な
対
応
だ
と
筆
者
に
は

感
じ
ら
れ
る）
15
（

。
も
し
天
の
分
野
を
人
君
の
都
合
で
動
か
せ
る
も
の

と
し
て
も
、
趙
佗
の
南
越
か
ら
取
り
上
げ
た
析
木
を
、
高
祖
に
叛

い
て
討
滅
さ
れ
た
燕
王
臧
荼
や
、
匈
奴
へ
寝
返
っ
た
燕
王
盧
綰
へ

与
え
る
理
由
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
も
し
越
の
分
野
が
漢
初
に
変
更

さ
れ
た
な
ら
、
漢
人
が
こ
の
変
更
を
忘
れ
た
ま
ま
「
越
得
歳
」
に

苦
し
み
、
つ
い
に
一
四
四
年
を
一
四
五
次
と
す
る
超
辰
法
を
発
明

し
て
こ
れ
を
解
決
し
た
、と
い
う
説
明
は
や
は
り
首
肯
し
が
た
い
。

七
、「
秦
八
年
の
超
辰
」
の
矛
盾

新
城
は
、『
呂
氏
春
秋
』
序
意
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
に

つ
い
て
、「
秦
八
年
は
当
時
施
行
の
紀
年
法
に
て
は
申0

に
当
り
し

も
の
に
相
違
な
い
」
と
い
う
。
だ
が
秦
八
年
は
、
三
統
暦
で
は
庚

申
（
涒
灘
）
か
ら
超
辰
し
た
辛
酉0

（
作
鄂
）
と
な
る
は
ず
だ
。
お

そ
ら
く
こ
の
た
め
、
新
城
は
「
三
統
暦
の
超
辰
的
太
歳
紀
年
法
に

よ
れ
ば
、
秦
八
年
と
九
年
と
の
間

0

0

0

0

0

0

に
て
超
辰
す
る
筈
故
、
秦
八
年

は
庚
申
に
当
る
こ
と
ヽ
な
り
本
文
と
適
合
す
る
。」（
三
六
六
頁
）

と
秦
八
年
の
超
辰
を
さ
り
げ
な
く
翌
年
へ
繰
り
下
げ
、
つ
ま
り
三

統
暦
の
秦
八
年
を
酉
年
か
ら
申
年
に
変
更
し
て
『
呂
氏
春
秋
』
の

「
本
文
と
適
合
」
さ
せ
る
。「
現
行
干
支
紀
年
と
劉
歆
の
太
歳
紀
年

と
は
、
太
始
二
年
以
前
秦
九0

年
ま
で
は
一
辰
の
差
、
秦
八0

年
以
前

は
二
辰
の
差
を
有
す
べ
き
筈
」（
三
六
一
～
三
六
二
頁
）
と
い
う

の
は
新
城
が
書
き
換
え
た
三
統
暦
で
の
話
で
、
劉
歆
の
三
統
暦
で

は
「
太
始
二
年
以
前
秦
八0

年
ま
で
」
は
「
一
辰
の
差
」、「
秦
七0

年

以
前
」
が
「
二
辰
の
差
」
と
な
る
は
ず
だ
。
な
お
新
城
は
、
四
〇

一
～
四
〇
二
頁
で
は
銭
大
昕
が
秦
八
年
「
歳
在
涒
灘
」
を
太
歳
在

申
と
す
る
の
を
「
超
辰
法
に
て
推
せ
る
も
の
と
一
致
す
る
」
と
し

つ
つ
「
丁
度
超
辰
の
際
に
当
つ
て
居
る
の
で
、
厳
密
に
云
へ
ば
、

一
年
の
差
で
外
れ
て
居
る
」
と
い
う
の
で
、
秦
八
年
が
「
超
辰
の
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際
に
当
つ
て
居
る
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

新
城
が
、
秦
八
年
の
超
辰
に
「
秦
八
年
と
九
年
と
の
間

0

0

0

0

0

0

に
て
超

辰
す
る
」
と
追
記
し
た
の
は
、
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
誤
り

だ
と
も
考
え
に
く
い
。

八
、
揺
れ
動
く
「
無
超
辰
の
紀
年
」

『
呂
氏
春
秋
』序
意
の「
維
秦
八
年
、歲
在
涒
灘
」（
前
二
三
九
年
）

は
現
行
の
干
支
か
ら
二
次
ず
れ
て
お
り
、『
淮
南
子
』
天
文
の
「
淮

南
元
年
冬
、
太
一
在
丙
子
」（
前
一
六
四
年
）
は
現
行
の
干
支
か

ら
一
次
ず
れ
て
い
る
。
賈
誼
「
服
鳥
賦
」
の
「
単
閼
之
歳
」
を
新

城
は
文
帝
七
年
（
前
一
七
三
年
）
と
す
る
の
で
こ
れ
も
現
行
の
干

支
か
ら
一
次
ず
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
武
帝
「
天
馬
歌
」
の
「
執

徐
時
」
を
太
初
四
年
（
前
一
〇
一
年
）
と
す
る
の
で
こ
れ
は
現
行

の
干
支
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
歳
次
が
数
十
年
ご
と
に
一
次

ず
つ
ず
れ
て
最
終
的
に
現
行
の
干
支
と
一
致
す
る
、
こ
の
現
象
に

対
す
る
も
っ
と
も
単
純
な
説
明
は
、『
呂
氏
春
秋
』
や
『
淮
南
子
』、

賈
誼
や
武
帝
ら
が
実
際
の
木
星
位
置
（
数
十
年
ご
と
に
一
次
ず
れ

る
）に
基
づ
い
て
歳
次
や
干
支
を
記
し
た
と
考
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
新
城
は
、
上
記
を
す
べ
て
無
超
辰
の
仮
想
的
な
木
星
の
位

置
と
す
る
た
め
、
巧
妙
な
説
明
を
行
う
。

新
城
書
一
一
六
～
一
一
七
頁
は
、
前
三
六
五
年
を
甲
寅
と
し
現

行
の
干
支
か
ら
二
次
ず
れ
る
「
歳
星
紀
年
法
」
が
「
戦
国
時
代
の

半
ば
頃
か
ら
行
は
れ
」、
前
三
六
六
年
を
甲
寅
と
し
現
行
の
干
支

か
ら
一
次
ず
れ
る「
顓
頊
歴
紀
年
法
」が「
漢
初
頃
よ
り
行
は
れ）
11
（

」、

前
三
六
七
年
を
甲
寅
と
し
現
行
の
干
支
に
一
致
す
る
「
殷
歴
紀
年

法
」
が
「
太
初
改
暦
の
少
し
以
前
頃
よ
り
行
は
れ
初
め
た
も
の
と

思
は
れ
る
」
と
い
う
。

新
城
は
「
偶
然
に
も
三
種
の
元
始
甲
寅
の
歳
が
相
隣
接
し
て
居

る
と
い
う
奇
観
を
呈
し
て
居
る
」
と
い
う
が
（
一
一
六
～
一
一
七

頁
）、
さ
て
こ
の
「
奇
観
」
は
「
偶
然
」
だ
ろ
う
か
。

新
城
の
考
え
る
「
三
種
の
元
始
甲
寅
」

「
歳 

星
紀
年
法
」
…
…
戦
国
中
期
か
ら
行
わ
れ
た
。 

 

前
三
六
五
年
が
甲
寅
。
現
行
干
支
と
二
次
の
差
。

「
顓 

頊
歴
紀
年
法
」
…
漢
初
頃
か
ら
行
わ
れ
た
。 

 

前
三
六
六
年
が
甲
寅
。
現
行
干
支
と
一
次
の
差
。

「
殷 

歴
紀
年
法
」
…
…
武
帝
期
か
ら
行
わ
れ
た
。 

 

前
三
六
七
年
が
甲
寅
。
現
行
干
支
と
同
じ
。

過
去
の
特
定
年
か
ら
起
算
し
、
実
際
の
木
星
位
置
と
は
無
関
係

に
一
二
年
周
期
で
循
環
す
る
紀
年
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な

ら
、
数
十
年
ご
と
に
一
次
ず
つ
歳
次
が
ず
れ
て
い
る
現
象
を
説
明

す
る
に
は
、
数
十
年
ご
と
に
一
年
ず
つ
起
算
年
が
変
更
さ
れ
て
い
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た
と
考
え
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
だ
が
、「
特
定
年
か
ら
超
辰
せ
ず

に
数
え
た
仮
想
の
木
星
位
置
を
記
載
し
て
い
た
が
、
起
点
年
が
八

六
年
ご
と
に
一
年
ず
つ
動
か
さ
れ
て
い
た
」
場
合
に
記
さ
れ
る
木

星
位
置
は
、実
際
の
木
星
位
置
と
基
本
的
に
同
じ
と
な
る
は
ず
だ
。

こ
れ
を
「
無
超
辰
の
木
星
紀
年
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
起
算
年

が
数
十
年
ご
と
に
動
か
さ
れ
て
い
た
」
結
果
だ
と
す
る
不
自
然
な

想
定
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
の
は
、「
無
超
辰
の
木
星
紀
年
が
用
い

ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
想
定
の
み
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
過
去
の
文
献
に
「
歳
在
涒
灘
」
や
「
太
一
在
丙
子
」

と
あ
っ
た
と
し
て
も
、
紀
年
の
起
点
が
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
、
や

が
て
「
前
三
六
五
年
を
甲
寅
と
し
た
丙
子
」
な
の
か
「
前
三
六
六

年
を
甲
寅
と
し
た
丙
子
」
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
な
ら
、
こ
れ

は
紀
年
と
し
て
機
能
し
な
く
な
る
だ
ろ
う）
17
（

。

九
、
放
棄
さ
れ
た
顓
頊
暦
法

新
城
は
、
前
三
六
六
年
正
月
（
寅
月
）
朔
日
甲
寅
（
ユ
リ
ウ
ス

暦
二
月
九
日
）
晨
初
が
「
丁
度
合
朔
で
立
春
で
も
あ
つ
た
」
と
し

（
五
三
四
頁
）、
同
年
を
元
始
甲
寅
と
す
る
「
顓
頊
暦
」
が
行
わ
れ

た
と
し
て
飯
島
忠
夫
と
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。

新
城
は
ま
た
、
顓
頊
歴
紀
年
法
に
先
立
つ
「
最
初
の
歳
星
紀
年

法
」
の
暦
元
と
な
る
元
始
甲
寅
に
つ
い
て
、
元
始
甲
寅
か
ら
太
初

元
年
丁
丑
ま
で
の
超
辰
を
八
二･

六
年
×
三
次
と
し
て
前
三
五
二

年
の
前
後
と
し
、
さ
ら
に
三
統
暦
に
よ
っ
て
元
始
甲
寅
か
ら
元
始

五
年
乙
丑
ま
で
の
超
辰
を
一
四
四
年
×
二
次
だ
と
し
て
、
元
始
元

年
甲
寅
を
前
三
六
五
年
（
現
行
干
支
で
丙
辰
）
と
特
定
し
た
。
こ

の
手
順
自
体
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な

手
順
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
元
始
甲
寅
が
い
わ
ゆ
る
顓
頊
暦
の
暦
元

に
近
接
す
る
と
い
う
結
果
も
不
審
で
あ
る
。

吉
本
道
雅
は
、『
左
伝
』・『
国
語
』
の
歳
星
記
事
に
つ
い
て
の

新
城
の
議
論
に
つ
い
て
「
い
さ
さ
か
強
引
さ
が
目
立
つ
」
と
し
、

「『
国
語
』
晋
語
四
・『
左
伝
』
昭
三
十
二
を
素
材
に
、
三
七
六
Ｂ

Ｃ
を
導
き
だ
し
な
が
ら
、「
前
後
に
十
年
乃
至
二
十
年
」
の
幅
を

認
め
る
の
は
、
干
支
紀
年
法
の
起
点
た
る
三
六
五
Ｂ
Ｃ
が
同
時
に

『
左
伝
』『
国
語
』
歳
星
記
事
の
推
算
の
起
点
と
な
る
こ
と
が
、
予

め
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
批
判
し
た）
18
（

。
新
城
が
干

支
紀
年
法
の
起
点
を
前
三
六
五
年
と
す
る
こ
と
自
体
が
、
干
支
紀

年
法
の
起
点
を
い
わ
ゆ
る
顓
頊
暦
の
暦
元
に
近
づ
け
る
た
め
の
意

識
的
な
操
作
で
な
け
れ
ば
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
新
城
は
後
に
、
前
三
六
六
年
の
正
月
合
朔
が
「
晨
初

（
寅
刻
）」
で
は
な
く
「
午
の
刻
」
だ
っ
た
と
し
て
「
所
謂
顓
頊
暦

の
不
存
在
」
を
認
め
た
（
五
八
六
頁
）。
な
ら
ば
、
こ
の
幻
の
暦

法
と
奇
妙
に
近
接
す
る
歳
星
紀
年
法
の
暦
元
に
つ
い
て
も
、
根
本
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的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
新
城
書
が
述
べ
る
木
星
紀
年
や
『
左
伝
』・『
国
語
』

の
作
成
時
期
に
つ
い
て
、
ご
く
表
層
的
な
確
認
を
行
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
新
城
書
は
こ
れ
ら
の
み
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
漢
代
以

前
の
暦
法
に
つ
い
て
広
く
論
じ
た
も
の
で
、
新
城
書
を
全
面
的
に

再
検
討
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
や
本
誌
の
字
数
制
限
を
超
え

る
。
だ
が
、
木
星
紀
年
の
部
分
に
限
っ
て
み
て
も
、
新
城
の
所
論

に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
見
出
さ
れ
た
。

『
左
伝
』
が
載
せ
る
木
星
の
位
置
は
、
漢
代
の
基
準
か
ら
二
次

ず
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、『
左
伝
』
の
こ
れ
ら
の
記
事
が
作
ら
れ

た
の
は
、
同
様
に
二
次
ず
れ
て
い
る
『
呂
氏
春
秋
』
に
近
い
時
期

だ
と
す
る
の
が
も
っ
と
も
単
純
な
解
釈
だ
ろ
う
。
仮
に
元
封
六
年

を
乙
亥
、
太
初
元
年
を
丙
子
か
ら
超
辰
し
た
丁
丑
と
し
、
こ
こ
か

ら
八
六
年
×
二
次
を
遡
れ
ば
、
二
次
ず
れ
て
い
た
の
は
前
二
七
六

年
か
ら
前
一
九
一
年
ま
で
の
間
で
『
呂
氏
春
秋
』
の
成
立
時
期
と

一
致
す
る）
19
（

。

だ
が
新
城
は
、
太
初
元
年
か
ら
八
二･

六
年
×
三0

次
を
遡
ら
せ

て
、『
左
伝
』
の
成
立
を
『
呂
氏
春
秋
』
よ
り
百
年
以
上
も
早
い

戦
国
中
期
だ
と
し
、
ま
た
三
統
暦
に
よ
り
一
四
四
年
×
二0

次
を
遡

ら
せ
て
『
左
伝
』
の
暦
元
を
前
三
六
五
年
だ
と
す
る
。
そ
も
そ
も

三
統
暦
の
超
辰
法
に
よ
っ
て
戦
国
期
の
実
際
の
木
星
位
置
を
計
算

す
る
の
は
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
。

新
城
は
三
統
暦
に
よ
り
戦
国
末
期
に
実
際
に
施
行
さ
れ
て
い
た

紀
年
法
を
考
え
る
が
、
三
統
暦
で
は
秦
八
年
は
作
鄂
と
な
り
『
呂

氏
春
秋
』
の
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
に
合
わ
な
い
。
こ
の
た

め
か
新
城
は『
呂
氏
春
秋
』に
言
及
す
る
際
に
の
み
三
統
暦
を「
秦

八
年
と
九
年
と
の
間

0

0

0

0

0

0

に
て
超
辰
す
る
」
と
修
正
し
て
秦
八
年
の
超

辰
を
翌
九
年
へ
繰
り
下
げ
る
。

新
城
は
、「
元
始
甲
寅
」
を
前
三
六
五
年
と
す
る
た
め
に
、
八

二･

六
年
超
辰
法
に
よ
り
算
出
し
た
「
前
三
五
二
年
」
か
ら
は
「
十

年
内
外
」
の
誤
差
を
許
容
す
る
が
（
三
六
七
頁
）、
別
の
方
法
に

よ
り
算
出
し
た
「
前
三
七
六
年
頃
」
か
ら
は
「
前
後
に
十
年
乃
至

二
十
年
以
内
」
の
誤
差
を
許
容
す
る
（
三
六
八
頁
）。

こ
れ
ら
は
木
星
紀
年
の
開
始
を
い
わ
ゆ
る
顓
頊
暦
の
暦
元
に
合

わ
せ
る
た
め
の
無
理
な
操
作
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
新
城

は
当
初
、
紀
元
前
三
六
六
年
正
月
朔
日
の
「
晨
初
が
ち
ょ
う
ど
合

朔
で
立
春
で
あ
っ
た
」（
五
三
四
頁
）
と
し
て
顓
頊
暦
を
支
持
し

た
が
、
後
に
は
こ
の
合
朔
が
晨
初
で
は
な
く
午
の
刻
だ
っ
た
と
し

て
「
所
謂
顓
頊
暦
の
不
存
在
」
を
認
め
た
（
五
八
六
頁
）。
新
城

説
は
、
合
朔
時
刻
の
わ
ず
か
数
時
間
の
誤
り
に
よ
っ
て
も
修
正
が

必
要
と
な
る
、
緻
密
な
体
系
で
あ
る）
21
（

。
木
星
の
公
転
周
期
の
わ
ず
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か
二
日
の
相
違
に
よ
っ
て
超
辰
の
周
期
が
八
二･

六
年
か
ら
八
六

年
に
延
び
、
三
統
暦
の
推
歩
の
起
点
は
五
十
年
以
上
遅
れ
て
劉
歆

の
死
後
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
新
城
説
は
相
応
の
修
正

が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
を
新
城
へ
質
す
こ
と
は
、
も
は
や
叶
わ
な
い
。

新
城
書
に
従
っ
て
『
左
伝
』
の
成
立
を
戦
国
中
期
と
す
る
者
は
、

こ
れ
ら
へ
の
回
答
を
各
自
で
用
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

注（
１
） 

た
と
え
ば
鎌
田
正
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、
一

九
六
三
年
）は
新
城
説
を
根
拠
に
飯
島
説
・
津
田
説
を
否
定
し
て
お
り
、

吉
本
道
雅
「
曲
礼
考
」（
小
南
一
郎
編
『
中
国
古
代
礼
制
研
究
』、
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）・「
左
伝
成
書
考
」（『
立
命
館

東
洋
史
学
』
二
五
、
二
〇
〇
二
年
）
は
新
城
説
を
踏
ま
え
て
『
左
伝
』

の
成
書
を
前
三
六
五
～
三
六
四
年
と
し
た
（
吉
本
説
に
つ
い
て
は 

注（
18
）も
参
照
）。
な
お
、
鎌
田
書
自
体
も
『
左
伝
』
を
戦
国
期
の
成

書
と
す
る
有
力
な
論
拠
と
扱
わ
れ
る
が
、
鎌
田
書
に
対
し
て
は
山
田
統

が
「
先
人
の
主
な
る
『
左
伝
』
偽
作
説
を
論
破
し
つ
く
せ
ば
、
そ
れ
に

よ
っ
て
直
ち
に
『
左
伝
』
の
真
が
立
証
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
…
…
先
人
の
説
を
論
破
し
つ
く
し
た
の
み
で
、
た
だ
ち

に『
左
伝
』の
真
を
証
明
し
え
た
こ
と
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」（「
批

評
と
紹
介
」、『
東
洋
学
報
』
四
七-

一
、
一
九
六
四
年
）
と
批
判
し
て

い
る
。

（
２
） 

拙
稿
「
西
周
の
三
川
と
河
南
の
三
川
と
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
湯
浅
邦

弘
教
授
退
休
記
念
号
、
二
〇
二
三
年
）
注（
18
）。

（
３
） 

四
分
暦
は
周
天
を
三
六
五･

二
五
度
と
し
、『
淮
南
子
』
や
『
史
記
』

天
官
書
は
木
星
を
「
歳
行
三
十
度
十
六
分
度
之
七
」
と
い
う
が
、
本
稿

で
は
周
天
を
三
六
〇
度
、
一
次
を
三
〇
度
と
す
る
度
数
法
を
用
い
、
一

度
未
満
の
端
数
は
十
進
小
数
で
表
す
。

（
４
） 『
理
科
年
表
』（
二
〇
二
三
年
版
）
は
木
星
の
対
恒
星
公
転
周
期
を
「
一

一･

八
六
二
〇
」
ユ
リ
ウ
ス
年
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
木
星
は
不
等
速
運

動
し
て
お
り
逆
行
も
す
る
が
、
本
稿
で
は
平
均
公
転
速
度
に
よ
る
単
純

な
計
算
の
み
を
示
す
。 

 

　

惑
星
の
公
転
周
期
を
示
す
際
に
は
ユ
リ
ウ
ス
年
を
用
い
る
慣
習
が
あ

り
、
こ
れ
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
年
や
平
均
太
陽
年
よ
り
〇･

〇
〇
二
％
ほ
ど

長
い
。
ま
た
地
球
の
歳
差
運
動
（
約
二
万
六
千
年
周
期
）
に
よ
っ
て
太

陽
年
は
恒
星
年
よ
り
〇･

〇
〇
四
％
ほ
ど
短
く
な
る
が
、
本
論
の
ス

ケ
ー
ル
で
は
こ
れ
ら
は
無
視
で
き
る
。

（
５
） 

干
支
（
十
干
十
二
支
）
は
、
甲
子
を
〇
、
乙
丑
を
一
と
し
て
癸
亥
五
九

ま
で
で
一
巡
す
る
「
六
十
進
法
の
数
字
」
と
し
て
も
扱
え
る
が
、
一
般

に
は
甲
子
を
一
、
癸
亥
を
六
〇
と
す
る
方
法
が
行
わ
れ
る
（
新
城
書
三

〇
〇
頁
）。
た
と
え
ば
令
和
五
年
が
昭
和
六
十
年
の
何
年
後
か
は
通
算

し
が
た
い
が
、
令
和
五
年
癸（
四
〇
）卯
な
ら
昭
和
六
十
年
乙（

二
）丑
の
三
八
年
後
だ

と
見
当
が
つ
く
。
干
支
紀
年
の
利
点
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
連
続
性
は
、
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超
辰
を
行
え
ば
失
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。 

 

　

建
武
二
十
六
年
（
五
〇
年
）
の
超
辰
は
実
施
さ
れ
ず
、
元
和
二
年
（
八

五
年
）
の
改
暦
で
超
辰
の
制
度
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

か
、
前
漢
以
前
に
つ
い
て
も
元
和
暦
か
ら
単
純
に
六
〇
年
周
期
で
遡
っ

た
干
支
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
平
楽
寺
書
店
『
東
方
年
表
』
等
）。

実
際
の
木
星
の
位
置
（
星
紀
・
玄
枵
等
）
に
よ
る
紀
年
法
な
ら
超
辰
の

必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
干
支
紀
年
法
は
仮
想
の
惑
星
で
あ
る
太
歳
の

位
置
に
よ
る
の
で
、
太
歳
を
木
星
か
ら
切
り
離
し
て
単
純
に
一
二
年
で

周
天
さ
せ
れ
ば
超
辰
は
不
要
と
な
る
。

（
６
） 『
左
伝
』・『
国
語
』
は
『
四
部
叢
刊
』
本
を
用
い
る
。『
左
伝
』
襄
公
三

十
年
の
「
中
而
旦
」
を
阮
元
本
は
「
旦
而
中
」
に
作
る
。

（
７
） 

大
正
十
四
年
版
の
『
理
科
年
表
』
は
木
星
の
「
対
恒
星
公
転
週
期
」
を

「
一
一･

八
六
二
」
太
陽
年
と
い
う
。
計
算
尺
の
時
代
に
は
木
星
の
公

転
周
期
を
た
と
え
ば
二
九
分
の
三
四
四
年
と
い
っ
た
近
似
値
で
計
算
し

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
想
定
に
よ
っ
て
は
「
一
一
・
八
五

六
五
年
」
と
い
う
数
値
は
説
明
で
き
な
い
。

（
８
） N

eugebauer, P.V
. A
bgekürzte T

afeln der Sonne und der 

großen Planeten, (Berlin, 1904) 

一
〇
頁
の
諸
元
表
や
二
三
頁
の
表

Ⅱ
な
ど
。
新
城
書
三
五
二
頁
は
「
ノ
イ
ゲ
バ
ウ
エ
ル
の
遊
星
表
の
如
き

は
、
一
度
の
十
分
の
一
ま
で
精
確
に
推
歩
し
得
る
様
に
調
製
し
た
も
の

で
、
こ
れ
に
疑
を
挟
む
べ
き
余
地
は
少
し
も
な
い
」
と
い
う
が
、
公
転

周
期
が
一
一･

八
五
六
五
年
と
一
一･

八
六
二
年
と
で
は
二
一
五
六
年

あ
た
り
一
次
の
差
が
生
じ
、
戦
国
期
の
木
星
位
置
を
現
代
か
ら
推
歩
す

る
に
は
疑
い
を
挟
む
余
地
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
９
） 『
史
記
会
注
考
証
』
は
「
一
一･

八
五
六
五
年
而
周
天
」・「
毎
八
二･

六

年
即
超
一
辰
」
と
い
い
、
郭
沫
若
『
屈
原
研
究
』（
新
文
芸
出
版
社
、

一
九
五
一
年
新
一
版
。
原
版
は
一
九
四
一
年
）
や
能
田
忠
亮
・
藪
内
清

『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
七
年
）
も
超
辰
を
八
二

･

六
年
に
一
次
と
す
る
。
橋
本
敬
造
「
顓
頊
暦
元
と
歳
星
紀
年
法
」（『
東

方
学
報
』
五
九
、
一
九
八
七
年
）
は
「
木
星
は
正
確
に
い
え
ば
、
見
か

け
上
一
一･

八
三
年
で
全
天
を
一
周
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
は

八
二･

六
年
ご
と
に
一
次
の
ず
れ
を
生
じ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
と
い
う

が
、
公
転
周
期
が
一
一･

八
三
年
な
ら
「
八
二･

六
年
ご
と
」
で
は
な

く
七
〇
年
ご
と
に
一
次
の
ず
れ
と
な
る
は
ず
だ
。「
一
一･

八
六
」や「
一

一･

八
六
二
」
を
「
一
一･

八
三
」
に
見
誤
る
と
は
考
え
に
く
く
、
あ

る
い
は
「
一
一･

八
六
二
」
を
「
一
一･

八
二
六
」
に
見
誤
っ
て
「
一

一･

八
三
」
に
丸
め
た
も
の
か
。 

 

　
「
八
六
年
ご
と
に
一
次
ず
れ
る
」
は
ほ
ぼ
正
確
だ
が
、
八
六
次
は
七

と
六
分
の
一
周
天
、
八
七
次
は
七
と
四
分
の
一
周
天
で
い
ず
れ
も
キ
リ

が
悪
い
。
大
衍
暦
や
麟
徳
暦
（
儀
鳳
暦
）
等
は
キ
リ
よ
く
「
七
周
天
ご

と
に
一
次
ず
れ
る
」
と
す
る
（
誤
差
は
五
〇
倍
に
な
る
）。
も
し
論
者

が
「
超
辰
に
か
か
る
年
数
」
と
「
木
星
の
七
周
天
に
か
か
る
年
数
」
と

を
混
同
し
、
さ
ら
に
木
星
の
公
転
周
期
を
一
一･

八
年
と
考
え
て
い
た

な
ら
「
七
周
天
に
八
二･

六
年
か
か
る
」・「
八
二･

六
年
ご
と
に
超
辰
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す
る
」
と
誤
解
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
） 
飯
島
忠
夫
は
木
星
の
公
転
周
期
を
一
一･

八
六
年
と
し
「
暦
法
上
の
行

程
と
真
の
行
程
と
の
差
が
天
周
の
一
二
分
の
一
に
達
す
る
年
数
」を「
約

八
十
五
年
」
と
い
う
（『
支
那
の
暦
法
』、
東
亜
研
究
会
「
東
亜
研
究
講

座
」
四
〇
、
一
九
三
一
年
、
二
六
頁
）。
川
原
秀
樹
「
木
星
紀
年
法
に

つ
い
て
」（『
日
本
暦
学
会
』
一
六
、
二
〇
〇
九
年
）
も
「
木
星
の
実
際

の
公
転
周
期
は
一
一･
八
六
年
で
あ
り
」・「
八
五
年
た
つ
と
一
次
ず
れ

て
し
ま
う
」
と
い
う
。「
一
一･

八
六
年
」
を
概
数
で
は
な
く
精
確
な

値
と
み
て
超
辰
周
期
を
計
算
し
た
も
の
か
。

（
11
） 

新
城
書
三
五
三
頁
は
「
実
際
は
八
二･
六
年
に
て
超
辰
す
べ
き
も
の
を

百
四
十
四
年
超
辰
法
に
て
推
算
す
れ
ば
、
推
歩
し
得
た
る
位
置
は
平
均

一
九
四
年
毎
に
一
次
の
差
を
生
ず
る
筈
で
あ
る
。」
と
し
て
一
四
四
年

超
辰
法
の
「
推
歩
の
起
点
」
が
「
西
紀
前
六
年
」
に
な
る
と
す
る
。
だ

が
実
際
は
八
六
年
に
て
超
辰
す
べ
き
な
の
で
、
一
四
四
年
超
辰
法
と
の

差
は
一
九
四
年
毎
で
は
な
く
二
一
四
年
毎
に
一
次
と
な
り
、
一
四
四
年

超
辰
法
の
「
推
歩
の
起
点
」
は
新
城
の
想
定
よ
り
も
五
二
年
後
、
劉
歆

の
自
殺
か
ら
二
四
年
後
の
西
紀
四
七
年
と
な
る
。同
様
の
理
由
に
よ
り
、

新
城
書
三
五
五
頁
の
「
平
均
」
は
前
三
七
六
年
で
は
な
く
前
三
五
五
年
、

三
六
七
頁
の
「
第
二
の
条
件
」
は
前
三
五
二
年
で
は
な
く
前
三
六
二
年

に
な
る
だ
ろ
う
。

（
12
） 

大
衍
暦
を
編
纂
し
た
一い

ち
ぎ
ょ
う行は
、
殷
代
か
ら
春
秋
末
期
ま
で
の
木
星
は
百

二
十
余
年
ご
と
に
超
辰
し
て
お
り
、戦
国
期
に
公
転
が
加
速
し
、哀
帝
・

平
帝
期
に
ふ
た
た
び
安
定
し
て
八
十
四
年
ご
と
に
超
辰
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
る
（『
新
唐
書
』
暦
志
三
下
引
『
暦
議
』）。
新
城
は
こ

れ
を
荒
唐
の
説
だ
と
す
る
が
、
秦
代
以
前
の
木
星
位
置
を
一
四
四
年
超

辰
法
で
考
え
る
新
城
説
は
む
し
ろ
一
行
説
に
似
る
よ
う
に
も
印
象
さ
れ

る
。

（
13
） 

避
諱
の
状
況
か
ら
は
現
行
の
『
呂
氏
春
秋
』
は
前
漢
前
期
に
整
理
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
秦
八
年
「
歳
在
涒
灘
」
を
漢
代
の
書
き

換
え
と
想
定
す
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
14
） 

清
・
徐
発
『
天
元
暦
理
全
書
』
巻
十
「
地
統
為
地
元
説
」
に
「
蓋
尾
箕

本
越
也
、
而
後
人
作
燕
、
則
秦
漢
之
改
易
也
。
漢
初
尉
陀マ
マ

最
負
固
、
故

黜
之
、
而
易
以
燕
。
…
…
按
昭
公
三
十
二
年
夏
、
呉
伐
越
。
史
墨
謂
、

越
得
歳
而
呉
伐
之
。
呉
越
本
属
両
舎
。
法
推
得
是
年
辛
卯
夏
、
歳
星
正

在
析
木
之
津
。
則
尾
箕
本
属
越
、
確
矣
。」
と
あ
る
（
康
熙
二
十
一
年

序
刊
本
）。
た
だ
し
重
耳
の
出
奔
（
前
六
五
五
年
）
を
「
歳
在
大
火
」

と
す
る
の
は
『
左
伝
』
で
は
な
く
『
国
語
』。 

 

　

戦
国
初
期
ま
で
の
燕
は
、斉
と
の
関
係
で
希
に
言
及
さ
れ
る
だ
け
の
、

中
原
諸
国
に
と
っ
て
影
の
薄
い
国
だ
っ
た
。
斉
の
南
に
あ
っ
た
越
は
戦

国
中
期
に
滅
び
た
が
、
燕
は
こ
の
頃
か
ら
強
大
と
な
っ
て
、
斉
を
北
か

ら
圧
迫
し
、
山
西
方
面
へ
も
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
析
木
の
分
野

が
越
か
ら
燕
に
変
更
さ
れ
た
理
由
は
、
漢
初
で
は
な
く
戦
国
期
の
情
勢

に
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

　

ま
た
、
呉
は
春
秋
末
に
越
に
併
呑
さ
れ
、
漢
初
に
楚
か
ら
分
立
し
た
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国
で
、
戦
国
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
戦
国
時
代
に
整
理
さ
れ
た

と
い
う
分
野
説
で
、
当
時
存
在
し
な
か
っ
た
呉
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
15
） 
た
と
え
ば
呉
楚
七
国
の
乱
が
起
き
た
景
帝
前
三
年
は
、
歳
在
鶉
尾
で
楚

得
歳
と
言
え
る
。
景
帝
は
戦
に
先
ん
じ
て
楚
か
ら
鶉
尾
の
分
野
を
取
り

上
げ
、
あ
る
い
は
ど
こ
か
縁
起
の
悪
い
分
野
を
呉
楚
へ
与
え
て
お
く
べ

き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
16
） 

新
城
書
は
、
大
正
七
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
論
文
を
ま
と
め
て
昭
和

三
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
新
城
は
昭
和
三
年
五
月
頃
に

顓
頊
暦
に
関
す
る
自
説
を
誤
り
と
し
て
撤
回
し
、
校
了
直
前
の
本
書
へ

大
幅
な
追
記
・
改
稿
を
行
っ
た
た
め
、
同
書
の
構
成
に
は
大
き
な
混
乱

が
生
じ
た
と
い
う
。
小
沢
賢
二
『
中
国
天
文
学
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）
第
五
章
を
参
照
。
新
城
書
三
七
二
頁
の
「
追
記
（
昭
和

三
年
五
月
）」
は
『
淮
南
子
』
や
「
服
鳥
賦
」
を
「
顓
頊
暦
紀
年
法
に

よ
つ
た
も
の
」
と
す
る
が
、
四
八
六
頁
の
「
追
記
（
昭
和
三
年
五
月
）」

は
「
所
謂
顓
頊
暦
の
不
存
在
」
を
言
う
。

（
17
） 

た
と
え
ば
武
帝
が
太
初
四
年
に
「
天
馬
歌
」
を
作
る
際
に
は
当
時
の
殷

暦
紀
年
法
で
「
執
徐
時
」
と
記
し
、
賈
誼
賦
を
読
む
際
に
は
「
単
閼
之

歳
」
を
殷
暦
紀
年
法
の
単
閼
（
文
帝
六
年
）
で
は
な
く
執
徐
（
文
帝
七

年
、
顓
頊
暦
紀
年
法
の
単
閼
）
と
正
し
く
理
解
で
き
、『
呂
氏
春
秋
』

の
「
歳
在
涒
灘
」
を
殷
暦
紀
年
法
の
涒
灘
で
は
な
く
閹
茂
（
顓
頊
暦
紀

年
法
の
作
鄂
、
歳
星
紀
年
法
の
涒
灘
）
だ
と
問
題
な
く
読
解
で
き
た
と

は
考
え
に
く
い
。 

 

　

馬
王
堆
『
五
星
占
』
は
始
皇
元
年
（
前
二
四
六
年
）
摂
提
格
か
ら
文

帝
前
三
年
（
前
一
七
七
年
）
大
淵
献
ま
で
の
間
に
超
辰
を
考
え
な
い
の

で
、
秦
八
年
は
作
鄂
と
な
り
『
呂
氏
春
秋
』
と
一
次
ず
れ
る
。『
五
星
占
』

の
歳
次
は
文
帝
前
三
年
大
淵
献
か
ら
無
超
辰
で
単
純
に
遡
っ
た
も
の

で
、始
皇
元
年
摂
提
格
か
ら
無
超
辰
で
降
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

　
『
呂
氏
春
秋
』は
秦
八
年
を
涒
灘
と
す
る
が
、六
二
年
後
の『
五
星
占
』

は
一
二
年
周
期
の
遡
及
計
算
で
秦
八
年
を
作
鄂
だ
っ
た
と
す
る
。
現
実

の
木
星
に
一
致
す
る
建
前
の
木
星
紀
年
法
が
、
過
去
の
記
録
と
合
わ
な

く
な
り
紀
年
法
と
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
実
際
の
木
星
位

置
と
は
無
関
係
な
新
た
な
方
法
が
こ
の
時
期
に
需
要
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
維
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」
や
「
淮
南
元
年
冬
、

太
一
在
丙
子
」
は
「
秦
八
年
」
や
「
淮
南
元
年
」
と
い
う
年
次
を
示
し

た
上
で
そ
の
年
の
「
歳
」
や
「
太
一
」
を
付
記
し
た
も
の
で
、
厳
密
に

言
え
ば
「
歳
」
や
「
太
一
」
に
よ
っ
て
年
次
を
紀
し
た
も
の
で
も
な
い
。

（
18
） 

吉
本
「『
左
伝
』『
国
語
』
の
歳
星
記
事
」（『
中
国
古
代
史
論
叢
』
九
、

二
〇
一
七
年
）。
吉
本
二
〇
一
七
は
新
城
の
方
法
を
踏
襲
・
再
計
算
し

て
『
左
伝
』
の
成
書
を
前
三
八
五
年
～
前
三
七
四
年
頃
と
す
る
。

（
19
） 『
左
伝
』
の
成
立
を
戦
国
末
以
降
と
す
る
こ
の
想
定
は
、『
呂
氏
春
秋
』

序
意
の
「
秦
八
年
、
歳
在
涒
灘
」、『
淮
南
子
』
天
文
の
「
淮
南
元
年
冬
、

太
一
在
丙
子
」、
馬
王
堆
『
五
星
占
』
の
文
帝
前
三
年
大
淵
献
等
に
矛

盾
し
な
い
。
武
帝
期
の
干
支
を
限
定
せ
ず
『
呂
氏
春
秋
』・『
五
星
占
』・
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『
淮
南
子
』
の
み
に
拠
っ
て
計
算
す
れ
ば
干
支
が
二
次
ず
れ
て
い
た
の

は
前
三
二
四
年
か
ら
前
一
六
五
年
ま
で
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
八
六
年
間

と
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
左
伝
』
の
成
立
は
前
三
三
〇
年
以
前
と

は
な
り
得
な
い
（
注（
２
）拙
稿
）。 

 

　

太
初
元
年
の
改
暦
（
十
月
歳
首
か
ら
正
月
歳
首
へ
の
変
更
）
に
つ
い

て
、
通
説
で
は
元
封
六
年
を
前
一
〇
六
年
十
月
か
ら
前
一
〇
五
年
九
月

ま
で
の
一
二
ヶ
月
、
太
初
元
年
を
前
一
〇
五
年
十
月
か
ら
前
一
〇
四
年

十
二
月
ま
で
の
一
五
ヶ
月
と
す
る
が
、
中
井
履
軒
『
史
記
雕
題
』
は
元

封
六
年
を
一
五
ヶ
月
、
太
初
元
年
を
一
二
ヶ
月
と
し
、
前
一
〇
五
年
十

一
月
甲
子
朔
旦
の
冬
至
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
一
二
月
二
三
日
）
を
太
初
元

年
で
は
な
く
元
封
六
年
と
し
た
上
で
元
封
六
年
を
乙
亥
、
太
初
元
年
を

丁
丑
と
す
る
。超
辰
の
条
件
を
厳
し
く
考
え
す
ぎ
た
も
の
か
。な
お『
史

記
会
注
考
証
』
は
履
軒
説
の
う
ち
前
半
の
月
数
に
関
す
る
部
分
の
み
を

引
い
て
後
半
の
干
支
に
関
す
る
部
分
は
引
か
な
い
。

（
20
） 

実
際
の
観
測
な
ら
ば
前
三
六
六
年
元
日
朝
の
日
食
は
見
や
す
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
漢
初
か
ら
の
遡
及
計
算
な
ら
ば
戦
国
期
の
日
月
合
朔

を
数
時
間
の
精
度
で
議
論
で
き
た
と
も
考
え
に
く
い
。
厳
密
な
天
文
推

算
に
よ
っ
て
古
代
に
行
わ
れ
て
い
た
暦
法
を
絞
り
込
ん
で
い
く
方
法
は

殆
い
よ
う
に
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
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